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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バーナを内部に収容するバーナケースと、
　このバーナケース内に燃焼用空気を供給するためのファンと、を備えており、
　前記ファンを前記バーナケースに取付けるための手段として、
　前記バーナケースおよび前記ファンの一方に設けられ、かつ上下高さ方向に起立した起
立片、およびこの起立片に設けられて水平方向としてのｘ方向を向いて開口する係合用孔
部と、
　前記バーナケースおよび前記ファンの他方に設けられ、かつ前記係合用孔部に進入させ
て前記起立片に係合させるための係合用突起部と、
　を備えている、燃焼装置であって、
　前記バーナケースおよび前記ファンは、
　前記係合用突起部を前記係合用孔部のｘ方向の手前側に配置させたときに、上下高さ方
向において互いに嵌合し、かつこの嵌合により、ｘ方向に交差する水平方向としてのｙ方
向における前記係合用突起部と前記係合用孔部との位置合わせを可能とする位置合わせ用
の被嵌合部および嵌合部と、
　前記被嵌合部および前記嵌合部を嵌合させたときに上下高さ方向において互いに当接し
、かつこの当接により、上下高さ方向における前記係合用突起部と前記係合用孔部との位
置合わせを可能とする位置合わせ用の被当接部および当接部と、
　をさらに備えており、



(2) JP 6972915 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

　前記バーナケースおよび前記ファンは、ｘ方向の幅よりもｙ方向の幅の方が小さくされ
た略直方体状の外装ケース内に収容されており、
　この外装ケースのｘ方向の一面は、蓋により開閉可能な開口部とされており、かつ前記
ファンは、前記外装ケースの外部から前記開口部を介して前記バーナケースへの取付け、
およびその取外しが可能とされていることを特徴とする、燃焼装置。
【請求項２】
　バーナを内部に収容するバーナケースと、
　このバーナケース内に燃焼用空気を供給するためのファンと、を備えており、
　前記ファンを前記バーナケースに取付けるための手段として、
　前記バーナケースおよび前記ファンの一方に設けられ、かつ上下高さ方向に起立した起
立片、およびこの起立片に設けられて水平方向としてのｘ方向を向いて開口する係合用孔
部と、
　前記バーナケースおよび前記ファンの他方に設けられ、かつ前記係合用孔部に進入させ
て前記起立片に係合させるための係合用突起部と、
　を備えている、燃焼装置であって、
　前記バーナケースおよび前記ファンは、
　前記係合用突起部を前記係合用孔部のｘ方向の手前側に配置させたときに、上下高さ方
向において互いに嵌合し、かつこの嵌合により、ｘ方向に交差する水平方向としてのｙ方
向における前記係合用突起部と前記係合用孔部との位置合わせを可能とする位置合わせ用
の被嵌合部および嵌合部と、
　前記被嵌合部および前記嵌合部を嵌合させたときに上下高さ方向において互いに当接し
、かつこの当接により、上下高さ方向における前記係合用突起部と前記係合用孔部との位
置合わせを可能とする位置合わせ用の被当接部および当接部と、
　をさらに備えており、
　前記バーナケースおよび前記ファンのいずれか一方には、前記起立片が設けられた第１
の取付け板部が設けられ、かつ他方には、前記係合用突起部が設けられた第２の取付け板
部が設けられており、
　前記第１および第２の取付け板部のそれぞれのｙ方向の両側縁部には、上下高さ方向に
屈曲し、かつ互いに嵌合させることが可能な一対ずつの第１および第２のフランジ部が連
設されており、これら一対ずつの第１および第２のフランジ部が、前記被嵌合部および前
記嵌合部であり、
　前記第１および第２のフランジ部を互いに嵌合させたときには、前記第１および第２の
取付け板部の前記両側縁部が上下高さ方向において当接するように構成されており、この
当接部分が、前記被当接部および前記当接部であることを特徴とする、燃焼装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の燃焼装置であって、
　前記第１および第２の取付け板部の一方のうち、前記被当接部または前記当接部よりも
ｙ方向の内側領域には、前記第１および第２の取付け板部の相互間に介装されるシール用
パッキンが配される凹状部が設けられている、燃焼装置。
【請求項４】
　請求項２または３に記載の燃焼装置であって、
　前記第１および第２の取付け板部のうち、前記係合用孔部および前記係合用突起部が設
けられている位置とはｘ方向における反対側の端部には、締結部材を用いてｘ方向におい
て互いに連結することが可能な被連結部および連結部が設けられている、燃焼装置。
【請求項５】
　バーナを内部に収容するバーナケースと、
　このバーナケース内に燃焼用空気を供給するためのファンと、を備えており、
　前記ファンを前記バーナケースに取付けるための手段として、
　前記バーナケースおよび前記ファンの一方に設けられ、かつ上下高さ方向に起立した起
立片、およびこの起立片に設けられて水平方向としてのｘ方向を向いて開口する係合用孔
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部と、
　前記バーナケースおよび前記ファンの他方に設けられ、かつ前記係合用孔部に進入させ
て前記起立片に係合させるための係合用突起部と、
　を備えている、燃焼装置であって、
　前記バーナケースおよび前記ファンは、
　前記係合用突起部を前記係合用孔部のｘ方向の手前側に配置させたときに、上下高さ方
向において互いに嵌合し、かつこの嵌合により、ｘ方向に交差する水平方向としてのｙ方
向における前記係合用突起部と前記係合用孔部との位置合わせを可能とする位置合わせ用
の被嵌合部および嵌合部と、
　前記被嵌合部および前記嵌合部を嵌合させたときに上下高さ方向において互いに当接し
、かつこの当接により、上下高さ方向における前記係合用突起部と前記係合用孔部との位
置合わせを可能とする位置合わせ用の被当接部および当接部と、
　をさらに備えており、
　前記起立片のうち、ｙ方向において前記係合用孔部とオーバラップする一部分は、前記
起立片の他の部分よりも上下高さ方向における突出幅が部分的に大きくされた突出部とさ
れていることを特徴とする、燃焼装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、たとえば給湯装置の熱源などとして用いられる燃焼装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本出願人は、燃焼装置の具体例として、特許文献１に記載のものを先に提案している。
　同文献に記載の燃焼装置は、バーナを内部に収容するバーナケースと、このバーナケー
ス内に燃焼用空気を供給するためのファンとを備えている。バーナケースにファンを取付
けるための手段としては、ビス止め手段に加え、バーナケースの下部に突設された突出片
に、燃焼装置の前後方向に開口した係合用孔部を設けておき、かつこの係合用孔部に、フ
ァンの上部に設けられた係合用突起部を進入させる手段が併用されている。
　このような構成において、燃焼装置の前部側においては、バーナケースとファンとをビ
ス止めする一方、燃焼装置の後部側（奥側）においては、係合用孔部と係合用突起部とを
嵌合させるようにすれば、燃焼装置の奥側においてビス止めを行なう必要がなくなる。作
業者は、燃焼装置の手前側に位置したまま、バーナケースへのファンの取付け、およびそ
の取外し作業を行なうことができる。
【０００３】
　しかしながら、前記従来技術においては、次に述べるように、未だ改善すべき余地があ
った。
【０００４】
　すなわち、バーナケースにファンを取付ける場合、ファンの係合用突起部を、バーナケ
ースの係合用孔部に進入させるが、これらの部位が燃焼装置の奥側に位置する場合、作業
者がそれらの突起部や孔部を適切に目視することはできない。このため、係合用突起部を
係合用孔部に迅速かつ適切に進入させることが困難となって、その作業に手間取る場合が
ある。したがって、このような点を適切に改善することが望まれる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実公平５－３８８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、前記したような事情のもとで考え出されたものであり、バーナケースへのフ
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ァンの取付け作業を容易かつ的確に行なうことができ、メンテナンス作業などを行なうの
に便利な燃焼装置を提供することを、その課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するため、本発明では、次の技術的手段を講じている。
【０００８】
　本発明の第１の側面により提供される燃焼装置は、バーナを内部に収容するバーナケー
スと、このバーナケース内に燃焼用空気を供給するためのファンと、を備えており、前記
ファンを前記バーナケースに取付けるための手段として、前記バーナケースおよび前記フ
ァンの一方に設けられ、かつ上下高さ方向に起立した起立片、およびこの起立片に設けら
れて水平方向としてのｘ方向を向いて開口する係合用孔部と、前記バーナケースおよび前
記ファンの他方に設けられ、かつ前記係合用孔部に進入させて前記起立片に係合させるた
めの係合用突起部と、を備えている、燃焼装置であって、前記バーナケースおよび前記フ
ァンは、前記係合用突起部を前記係合用孔部のｘ方向の手前側に配置させたときに、上下
高さ方向において互いに嵌合し、かつこの嵌合により、ｘ方向に交差する水平方向として
のｙ方向における前記係合用突起部と前記係合用孔部との位置合わせを可能とする位置合
わせ用の被嵌合部および嵌合部と、前記被嵌合部および前記嵌合部を嵌合させたときに上
下高さ方向において互いに当接し、かつこの当接により、上下高さ方向における前記係合
用突起部と前記係合用孔部との位置合わせを可能とする位置合わせ用の被当接部および当
接部と、をさらに備えており、前記バーナケースおよび前記ファンは、ｘ方向の幅よりも
ｙ方向の幅の方が小さくされた略直方体状の外装ケース内に収容されており、この外装ケ
ースのｘ方向の一面は、蓋により開閉可能な開口部とされており、かつ前記ファンは、前
記外装ケースの外部から前記開口部を介して前記バーナケースへの取付け、およびその取
外しが可能とされていることを特徴としている。
【０００９】
　このような構成によれば、次のような効果が得られる。
　すなわち、バーナケースにファンを取付ける場合において、係合用突起部を係合用孔部
の手前に配置させた際に、被嵌合部と嵌合部とを上下高さ方向において嵌合させるともに
、被当接部と当接部とを上下高さ方向において当接させる。このことにより、係合用突起
部と係合用孔部との水平方向としてのｙ方向の位置合わせ、ならびに上下高さ方向の位置
合わせが行なえるため、そのまま係合用突起部を係合用孔部に向けて接近させるように移
動させれば、係合用突起部を係合用孔部に適切に進入させることが可能となる。したがっ
て、係合用突起部や係合用孔部が作業者にとって見え難い状況であっても、係合用突起部
を係合用孔部に進入させて、ファンをバーナケースに取付ける作業を容易かつ迅速に行な
うことができる。その結果、ファンのメンテナン作業などに際して便利である。
　本来的には、外装ケースの外部からバーナケースへのファンの取付けや取外しを行なう
作業が困難なものとなるが、本発明によれば、既述したように、係合用突起部を係合用孔
部に進入させる作業が容易化されるため、前記した作業の困難性が解消、または緩和され
る。
【００１２】
　本発明の第２の側面により提供される燃焼装置は、バーナを内部に収容するバーナケー
スと、このバーナケース内に燃焼用空気を供給するためのファンと、を備えており、前記
ファンを前記バーナケースに取付けるための手段として、前記バーナケースおよび前記フ
ァンの一方に設けられ、かつ上下高さ方向に起立した起立片、およびこの起立片に設けら
れて水平方向としてのｘ方向を向いて開口する係合用孔部と、前記バーナケースおよび前
記ファンの他方に設けられ、かつ前記係合用孔部に進入させて前記起立片に係合させるた
めの係合用突起部と、を備えている、燃焼装置であって、前記バーナケースおよび前記フ
ァンは、前記係合用突起部を前記係合用孔部のｘ方向の手前側に配置させたときに、上下
高さ方向において互いに嵌合し、かつこの嵌合により、ｘ方向に交差する水平方向として
のｙ方向における前記係合用突起部と前記係合用孔部との位置合わせを可能とする位置合



(5) JP 6972915 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

わせ用の被嵌合部および嵌合部と、前記被嵌合部および前記嵌合部を嵌合させたときに上
下高さ方向において互いに当接し、かつこの当接により、上下高さ方向における前記係合
用突起部と前記係合用孔部との位置合わせを可能とする位置合わせ用の被当接部および当
接部と、をさらに備えており、前記バーナケースおよび前記ファンのいずれか一方には、
前記起立片が設けられた第１の取付け板部が設けられ、かつ他方には、前記係合用突起部
が設けられた第２の取付け板部が設けられており、前記第１および第２の取付け板部のそ
れぞれのｙ方向の両側縁部には、上下高さ方向に屈曲し、かつ互いに嵌合させることが可
能な一対ずつの第１および第２のフランジ部が連設されており、これら一対ずつの第１お
よび第２のフランジ部が、前記被嵌合部および前記嵌合部であり、前記第１および第２の
フランジ部を互いに嵌合させたときには、前記第１および第２の取付け板部の前記両側縁
部が上下高さ方向において当接するように構成されており、この当接部分が、前記被当接
部および前記当接部であることを特徴としている。
【００１３】
　このような構成によれば、第１および第２の取付け板部を用いた簡易な構成によって、
本発明が意図する作用を奏する構成を構築することができる。
【００１４】
　本発明において、好ましくは、前記第１および第２の取付け板部の一方のうち、前記被
当接部または前記当接部よりもｙ方向の内側領域には、前記第１および第２の取付け板部
の相互間に介装されるシール用パッキンが配される凹状部が設けられている。
【００１５】
　このような構成によれば、シール用パッキンの存在により、ファンとバーナケースとの
接続部の気密シールを適切に図ることができる他、凹状部の深さを調整することによって
シール用パッキンの潰れ代（圧縮変形量）をコントロールすることも可能である。
【００１６】
　本発明において、好ましくは、前記第１および第２の取付け板部のうち、前記係合用孔
部および前記係合用突起部が設けられている位置とはｘ方向における反対側の端部には、
締結部材を用いてｘ方向において互いに連結することが可能な被連結部および連結部が設
けられている。
【００１７】
　このような構成によれば、第１および第２の取付け板部どうしの固定を確実化すること
ができる。また、係合用突起部および係合用孔部を燃焼装置の奥部側とし、被連結部およ
び連結部を燃焼装置の前部側とすることにより、被連結部および連結部を締結部材を用い
て連結する作業を容易に行なうことも可能である。
【００１８】
　本発明の第３の側面により提供される燃焼装置は、バーナを内部に収容するバーナケー
スと、このバーナケース内に燃焼用空気を供給するためのファンと、を備えており、前記
ファンを前記バーナケースに取付けるための手段として、前記バーナケースおよび前記フ
ァンの一方に設けられ、かつ上下高さ方向に起立した起立片、およびこの起立片に設けら
れて水平方向としてのｘ方向を向いて開口する係合用孔部と、前記バーナケースおよび前
記ファンの他方に設けられ、かつ前記係合用孔部に進入させて前記起立片に係合させるた
めの係合用突起部と、を備えている、燃焼装置であって、前記バーナケースおよび前記フ
ァンは、前記係合用突起部を前記係合用孔部のｘ方向の手前側に配置させたときに、上下
高さ方向において互いに嵌合し、かつこの嵌合により、ｘ方向に交差する水平方向として
のｙ方向における前記係合用突起部と前記係合用孔部との位置合わせを可能とする位置合
わせ用の被嵌合部および嵌合部と、前記被嵌合部および前記嵌合部を嵌合させたときに上
下高さ方向において互いに当接し、かつこの当接により、上下高さ方向における前記係合
用突起部と前記係合用孔部との位置合わせを可能とする位置合わせ用の被当接部および当
接部と、をさらに備えており、前記起立片のうち、ｙ方向において前記係合用孔部とオー
バラップする一部分は、前記起立片の他の部分よりも上下高さ方向の突出幅が部分的に大
きくされた突出部とされていることを特徴としている。
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【００１９】
　このような構成によれば、図６を参照して後述する説明からもよく理解できるように、
係合用突起部を係合用孔部に進入させるべくこれら両者を接近させる際に、作業者が誤っ
て係合用突起部の位置を上下高さ方向に位置ずれさせた際に、この係合用突起部が起立片
の突出部に当接することとなり、係合用突起部が起立片の位置を越えた状態にならないよ
うにすることが可能である。したがって、係合用突起部を係合用孔部に進入させる作業を
、より適切に行なえることとなる。一方、起立片の全体の起立高さを大きくしたのでは、
全体の大型化を招くが、起立片の一部分のみを突出幅が大きい突出部とすれば、そのよう
な不具合も解消することができる。
【００２０】
　本発明のその他の特徴および利点は、添付図面を参照して以下に行なう発明の実施の形
態の説明から、より明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係る燃焼装置の一例を示す分解斜視図である。
【図２】図１に示す燃焼装置の要部拡大分解斜視図である。
【図３】（ａ）は、図１に示す燃焼装置のバーナケースにファンを取付けた状態の要部断
面図であり、（ｂ）は、（ａ）の要部分解断面図である。
【図４】（ａ）は、図３（ａ）のIVａ－IVａ断面図であり、（ｂ）は、図３（ｂ）のIVb
－IVb断面図である。
【図５】（ａ）は、図１に示す燃焼装置のバーナケースにファンを取付ける途中状態の一
例を示す要部断面図であり、（ｂ）は、（ａ）のVb－Vb断面図である。
【図６】図１に示す燃焼装置のバーナケースにファンを取付ける途中状態の他の例を示す
要部断面図である。
【図７】（ａ），（ｂ）は、本発明の他の例を示す要部断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の好ましい実施の形態について、図面を参照して具体的に説明する。
【００２３】
　図１に示す燃焼装置Ｃは、給湯装置ＷＨの構成要素であり、ガスバーナなどの複数のバ
ーナ３を内部に収容したバーナケース６と、このバーナケース６内に燃焼用空気を供給す
るためのファン７とを備えている。給湯装置ＷＨは、バーナケース６の上側に熱交換器４
が載設されることにより構成されており、熱交換器４に送り込まれた湯水がバーナ３の火
力により加熱されてから所望の給湯先に向けて出湯するように構成されている。
【００２４】
　給湯装置ＷＨは、前記した各部を収容する外装ケース５を備えている。この外装ケース
５の前面部（図１の左側）には、蓋５１によって開閉可能な開口部５０が設けられており
、この開口部５０を介して外装ケース５の外部からバーナケース６へのファン７の着脱作
業が可能とされている。
【００２５】
　本実施形態においては、給湯装置ＷＨおよび燃焼装置Ｃの前後方向が、本発明でいうｘ
方向であり、横幅方向が、本発明でいうｙ方向である。外装ケース５は、ｙ方向の横幅よ
りもｘ方向の前後幅の方が大きく、開口部５０からの奥行きが深い形態とされている。し
たがって、本来的には、ファン７をバーナケース６に取付ける際に、バーナケース６の奥
部側（図１の右側）の所定箇所にファン７の一部を正確に位置合わせすることが難しい構
造となっている。ただし、後述するように、本実施形態では、そのようなことが適切に解
消または緩和される。
【００２６】
　ファン７は、たとえばシロッコファンであり、一側面部に吸気口７０を有し、かつ上部
に吐出口７１を有している。バーナケース６は、上面が開口した略直方体状のケース本体
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部６０を有しており、かつこのケース本体部６０の底壁部には、図３および図４に示すよ
うに、給気口６１、およびこの給気口６１を囲むようにして下向きに突出する略矩形筒状
の給気口起立壁部６２が設けられている。ファン７の吐出口７１から吐出された空気は、
給気口６１からケース本体部６０内に流入可能である。
【００２７】
　バーナケース６およびファン７には、ファン７をバーナケース６に取付け可能とするバ
ーナケース側およびファン側の取付け部Ｆａ，Ｆｂが設けられている。バーナケース側の
取付け部Ｆａは、給気口起立壁部６２に第１の取付け板部１がビス止めなどの手段を用い
て固定された構成である。ファン側の取付け部Ｆｂは、ファン７の上部に第２の取付け板
部２がビス止めなどの手段を用いて固定された構成である。
【００２８】
　第１および第２の取付け板部１，２は、ともに金属板にプレス加工を施すなどして形成
されており、吐出口７１および給気口６１を塞がないように、これらに対応する箇所が開
口した形態である。第１の取付け板部１の後端部（図２および図４の右側）には、下向き
に起立した起立片１０が屈曲形成され、かつこの起立片１０には、前後方向を向いて開口
した係合用孔部１１が設けられている。これに対応し、第２の取付け板部２の後端部には
、係合用孔部１１に進入させることにより、第２の取付け板部２の後端部側を起立片１０
に支持させるための係合用突起部２１が設けられている。
　なお、図２に示すように、起立片１０のうち、横幅方向において係合用孔部１１とオー
バラップする一部分は、他の部分よりも下方への突出幅が大きい突出部１０ａとされてい
る。この突出部１０ａは、図６を参照して後述するように、係合用孔部１１への係合用突
起部２１の進入作業の確実化ならびに容易化を促進する。
【００２９】
　第１および第２の取付け板部１，２の前端部には、バーナケース側およびファン側の取
付け部Ｆａ，Ｆｂどうしの取付け固定を図るための被連結部１２および連結部２２が設け
られている。これらの被連結部１２および連結部２２は、第１および第２の取付け板部１
，２の前端部を下向きまたは上向きに屈曲することにより形成されており、係合用突起部
２１を係合用孔部１１に進入させた状態においては、これら被連結部１２および連結部２
２どうしを対向接触させた上で、ビスなどの締結部材９を用いて連結することが可能とな
っている。これら被連結部１２および連結部２２には、締結部材９を挿通させ、または螺
合させるための孔部１２ａ，２２ａ（ネジ孔を含む）が設けられている。
【００３０】
　第１および第２の取付け板部１，２の横幅方向の両側縁部には、上向きに起立した一対
ずつの第１および第２のフランジ部１３，２３が設けられている。これら第１および第２
のフランジ部１３，２３は、本発明でいう被嵌合部および嵌合部の一例に相当し、図３に
示すように、一対の第１のフランジ部１３には、その下方側から一対の第２のフランジ部
２３を嵌合（外嵌）させることが可能である。このような嵌合を図ることにより、第１お
よび第２の取付け板部１，２どうしの横幅方向への相対移動が防止されることに加え、係
合用突起部２１と係合用孔部１１との横幅方向の位置合わせが図られるようになっている
。第１および第２のフランジ部１３，２３は、第１および第２の取付け板部１，２の前後
方向に断面一様に延びている。図５に示すように、係合用突起部２１を係合用孔部１１の
手前に配置させた状態においては、第１および第２のフランジ部１３，２３の後部寄りの
一部分どうしを互いに嵌合させることが可能とされている。
【００３１】
　第１および第２の取付け板部１，２の横幅方向の両側縁部うち、第１および第２のフラ
ンジ部１３，２３よりも内側の領域は、被当接部１４および当接部２４とされている。す
なわち、図３（ａ）に示すように、第１および第２のフランジ部１３，２３どうしを嵌合
させた際には、第２の取付け板部２の当接部２４（両側縁部）の上面を、第１の取付け板
部１の被当接部１４（両側縁部）の下面に当接させることが可能となっている。これら被
当接部１４および当接部２４が当接することにより、係合用突起部２１と係合用孔部１１
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との上下高さ方向の位置合わせが可能となっている。
【００３２】
　第２の取付け板部２のうち、一対の当接部２４よりも横幅方向内側の領域は、矩形枠状
のシール用パッキン８が配される凹状部２５として形成されており、シール用パッキン８
は、第１および第２の取付け板部１，２の相互間で圧縮されるように構成されている。凹
状部２５は、第２の取付け板部２に一対の起立壁部２６を形成することにより設けられて
いるが、この起立壁部２６の高さ寸法ｈ（凹状部２５の深さ）は、図３（ｂ）に示すシー
ル用パッキン８の非圧縮時の厚み寸法ｔよりも小さくされている。したがって、起立壁部
２６の高さ寸法ｈを加減することによって、シール用パッキン８の圧縮度合いを調整する
ことが可能である。好ましくは、起立壁部２６および第２のフランジ部２３は、先端（上
端）側が基端側よりも外側配置となるように傾斜している。このような構成によれば、起
立壁部２６および第２のフランジ部２３をプレス成形する際に、これらの両者に同一方向
の型抜き勾配が設けられることとなり、一工程によって前記両者を同時にプレス成形する
ことができる。なお、シール用パッキン８を配置させるための凹状部２５は、第２の取付
け板部２に設けることに代えて、第１の取付け板部１に設けた構成とすることも可能であ
る。
【００３３】
　次に、前記した構成の燃焼装置Ｃの作用について説明する。
【００３４】
　まず、図１に示すように、外装ケース５の外部からファン７をバーナケース６に取付け
る場合には、図５に示すように、ファン７の第２の取付け板部２を、バーナケース６の第
１の取付け板部１の下方に配置させてから、一対ずつの第１および第２のフランジ部１３
，２３どうしを嵌合させる。また、これに伴い、一対ずつの被当接部１４および当接部２
４どうしを当接させる。このことにより、係合用突起部２１と係合用孔部１１との横幅方
向の位置合わせ、および上下高さ方向の位置合わせを行なうことができる。したがって、
そのような状態のまま、ファン７をバーナケース６の後部側に移動させれば、係合用突起
部２１を係合用孔部１１に進入させ、係合用突起部２１を起立片１０に支持させることが
できる。既述したように、外装ケース５は前後方向の奥行きが深く、係合用突起部２１や
係合用孔部１１を作業者が目視し難い状況にあるが、前記したような作業によれば、係合
用突起部２１を係合用孔部１１に進入させる作業が容易化される。
【００３５】
　なお、前記した作業を行なう際に、所定の作業要領を守らず、第１および第２のフラン
ジ部１３，２３を嵌合させることなく、ファン７を移動させた際には、図６に示すように
、係合用突起部２１が係合用孔部１１に進入しない事態が生じる。これに対し、起立片１
０には突出部１０ａが設けられているため、前記した事態が生じた場合には、係合用突起
部２１が突出部１０ａに当接し、第２の取付け板部２を後退させ過ぎることが適切に防止
される。したがって、たとえば係合用突起部２１が起立片１０の下方に配置されたままの
不適切な状態で、ファン７がバーナケース６に組み付けられるといったことを適切に防止
することが可能である。
【００３６】
　係合用突起部２１を係合用孔部１１に進入させるように設定した後には、締結部材９を
用いて被連結部１２と連結部２２とを相互に連結させる。被連結部１２および連結部２２
は、外装ケース５内の前寄り部分に位置するため、前記の連結作業は容易に行なうことが
可能である。第１および第２の取付け板部１，２は、締結部材９を用いた締結が図られて
いることに加え、係合用突起部２１が起立片１０に支持され、さらには一対ずつの第１お
よび第２のフランジ部１３，２３が嵌合していることによって横幅方向の位置決め固定も
図られているため、バーナケース６にファン７をがたつきのない状態に適切に取付けるこ
とが可能である。
【００３７】
　図７は、本発明の他の実施形態を示している。これらの図において、前記実施形態と同
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一または類似の要素には、前記実施形態と同一の符号を付すこととし、重複説明は省略す
る。
【００３８】
　図７（ａ）に示す実施形態においては、第２の取付け板部２上に、これとは別体の一対
の補助部材２８を設け、かつこれら一対の補助部材２８の内側に、一対の第１のフランジ
部１３が嵌入するように構成されている。この場合、第１のフランジ部１３は、本発明で
いう被嵌合部に相当し、補助部材２８は、本発明でいう嵌合部に相当する。
【００３９】
　図７（ｂ）に示す実施形態においては、第１の取付け板部１の両側縁部に、前後方向に
延びた一対の孔部１８を設け、かつこれら一対の孔部１８に、一対の第２のフランジ部２
３を進入させている。この場合、孔部１８は、本発明でいう被嵌合部に相当し、第２のフ
ランジ部２３は、本発明でいう嵌合部に相当する。
【００４０】
　これらの実施形態においても、先に述べた実施形態と同様に、第１および第２の取付け
板部１，２の横幅方向の位置決めを適切に図り、本発明が意図する作用を得ることが可能
である。また、これらの実施形態においては、被当接部１４と当接部２４とがシール用パ
ッキン８を介して間接的に当接しているが、本発明においては、このような当接の仕方で
あってもよい。このような構成であっても、第１および第２の取付け板部１，２の上下高
さ方向の位置決めを図ることが可能である。
【００４１】
　本発明は、上述した実施形態の内容に限定されない。本発明に係る燃焼装置の各部の具
体的な構成は、本発明の意図する範囲内において種々に設計変更自在である。
【００４２】
　上述の実施形態においては、第１および第２のフランジ部１３，２３が、前後方向に長
く延びた状態に設けられてるが、本発明はこれに限定されない。本発明においては、たと
えば図５に示した状態において、第１および第２のフランジ部１３，２３の少なくとも一
部分どうしが互いに嵌合し、係合用突起部２１と係合用孔部１１との位置合わせ機能が得
られればよい。したがって、第１および第２のフランジ部１３，２３は、第１および第２
の取付け板部１，２の後端部寄り領域（図５の右側寄り領域）のみに設けられた構成とす
ることもできる。
　なお、本発明でいう位置合わせ用の被嵌合部および嵌合部は、図７に示した実施形態か
らも理解されるように、フランジ部（第１および第２のフランジ部１３，２３）とは異な
る形態、および嵌合方式を用いたものとすることができる。本発明でいう位置合わせ用の
被当接部および当接部も同様に、その具体的な構成は限定されない。
【００４３】
　上述の実施形態では、バーナケース側に起立片および係合用孔部を設け、かつファン側
に係合用突起部を設けているが、これとは反対に、バーナケース側に係合用突起部を設け
、かつファン側に起立片および係合用孔部を設けた構成とすることもできる。
【００４４】
　上述の実施形態においては、燃焼装置の前後方向がｘ方向、横幅方向がｙ方向とされて
いるが、これに限定されない。たとえば、燃焼装置の前後方向がｙ方向、横幅方向がｘ方
向とされていてもよい。
　また、上述の実施形態においては、バーナケースの下側にファンを取付けているが、い
わゆる逆燃焼方式の燃焼装置の場合には、バーナケースの上側にファンを取付けた構成と
することもできる。
【００４５】
　本発明に係る燃焼装置は、給湯装置用に限定されず、たとえば暖房用などの燃焼装置と
することもできる。ファンの種類、バーナケースに収容されるバーナの種類なども限定さ
れない。
【符号の説明】
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【００４６】
Ｃ　燃焼装置
１　第１の取付け板部
１０　起立片
１０ａ　突出部（起立片の）
１１　係合用孔部
１２　被連結部
１３　第１のフランジ部（被嵌合部）
２　第２の取付け板部
２１　係合用突起部
２２　連結部
２３　第２のフランジ部（嵌合部）
３　バーナ
５　外装ケース
５０　開口部
５１　蓋
６　バーナケース
７　ファン
９　締結部材

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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